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1. はじめに 

火山地域に発達する渓谷は，降雨に伴う侵食，土砂

移動，および斜面崩壊によって短期間に顕著な地形

変化を示す動的環境である。とくに噴火後の火砕物

に覆われた流域では，噴火終息後も長期にわたり侵

食・再堆積が継続し，地形発達および土砂移動過程

の把握が重要な課題となる。雲仙火山東斜面の渓谷

では，2003–2020 年の地形解析に基づき，噴火から

数十年を経た後も地形変化と火山性土砂移動が継続

していることが示されている。また，側壁崩壊とそ

の再堆積に由来する地形要素の存在も報告されてお

り，谷底のみならず側壁を含めた三次元的な地形把

握の必要性が示唆されている（Park et al., 2024; 

Gomez et al., 2023）。このような地形変化を把握す

るためには，高解像度かつ高精度な三次元地形デー

タの取得が不可欠である。近年は UAV-SfM/MVS や

地上レーザ計測が広く利用されているが，急峻かつ

狭隘な谷地形では，遮蔽や視点制約の影響により，

側壁や凹凸の強い複雑地形の把握には限界が残る。

一方，ハンディ LiDAR は近接的かつ迅速に高密度

点群を取得できる手法として期待され，谷底や側壁

を含む複雑地形の詳細把握に有効である可能性があ

るが，火山性渓谷における適用事例はなお十分では

ない（Kinsey-Henderson et al., 2021; Wang et al., 

2024）。そこで本研究では，ハンディ LiDAR を用い

て雲仙岳炭酸谷の三次元地形を取得し，2024 年に

取得された UAV-SfM データとの比較を通じて，火

山性渓谷における本手法の適用性を検討することを

目的とした。とくに，代表区間における谷底，側

壁，および狭隘部の地形表現の違いに着目し，局所

的な地形差の把握可能性について検討した。 

2. 調査地域 

対象地域は，雲仙岳東斜面に位置する炭酸谷である

(図１)。雲仙火山では 1990–1995 年の噴火に伴って

多量の火砕物が供給され，東斜面の流域では，噴火

後も降雨に伴う侵食，再堆積，および火山性土砂移

動が継続している。近年の研究では，炭酸谷・極楽

谷流域において，2003–2014 年には谷幅・谷深の増

大が進み，2017–2020 年には U 字谷断面を維持しつ

つも，侵食と堆積のバランスが変化したことが示さ

れている（Park et al., 2024）。 また，炭酸谷では側

壁崩壊由来の堆積地形が谷壁沿いに形成されてお

り，谷底のみならず側壁を含めた複雑な三次元地形

が発達している。このような地形は，流路断面の非

対称性や局所的な侵食・堆積の把握に重要である一

方，急峻な壁面や遮蔽部の存在により，上空視点主

体の計測では十分に再現しにくい条件を有する。そ

のため，近接的に高密度点群を取得できるハンディ

LiDAR の適用性を検討する対象として適している

（Gomez et al., 2023; Park et al., 2024）. 

図 1 雲仙岳東斜面に位置する炭酸谷 
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3. 手法 

現地調査では，GreenValley International 製 LiDAR ス

キャナ LiGrip O1 Lite を用いて，炭酸谷の谷底お

よび側壁に沿った三次元点群データを取得した。取

得した点群に対しては，ノイズ除去，位置補正，お

よび断面抽出のための基準線設定を行い，三次元地

形モデルを作成した。地形表現性については，点群

の斜視図および平面図を用いて，谷底，側壁，狭隘

部における地形特徴の見え方を整理した。さらに，

2024 年 UAV-SfM データと対応する代表区間を設定

し，地形形状の差異を確認するとともに，断面図を

用いて谷底および側壁形状を比較した。 

4. 結果と考察 

代表区間の点群データから，炭酸谷では谷底から側

壁上部まで連続した三次元形状を把握することがで

きた。谷底では礫群や局所的な凹凸が明瞭に確認さ

れ，側壁では急斜面の形状に加え，植生分布も把握

された。一方で，2024 年 UAV-SfM データとの比較

では，側壁の一部に明瞭な形状差が認められた。図

に示す赤色点線は，2024 年データにおいて存在して

いた地形面の位置を示しており，今回のハンディ

LiDAR データではこの部分に明瞭な形状差が認め

られた （図２）。この変化範囲は，比高約 10 m，谷底

側での幅約 3.5 m に及び，局所的な崩壊あるいは土

砂移動に伴う地形変化の可能性が示唆される。また，

谷底では斜面方向に約 11.5 m の範囲にわたり，約 1–

2 m 規模の起伏が認められ，崩壊に伴う堆積または礫

質材料の再配列が生じている可能性がある（図３）。

これらの結果は，ハンディ LiDAR が火山性渓谷にお

ける急峻な側壁と谷底の複雑な三次元地形を詳細に

把握するうえで有効であることを示している。一方，

植生に覆われた部分では地表面の連続的な表現が限

定的であり，植生被覆下の地形解釈には注意を要す

る。 

5. まとめ 

ハンディ LiDAR は火山性渓谷における高解像度地

形把握に有効であり，2024 年 UAV-SfM データとの

比較を通じて，代表区間の一部で局所的な地形変化

の可能性が示された。 

図２ 代表区間のハンディLiDAR点群と地形変化範

囲。赤色点線は 2024 年 UAV-SfM データにおける地

形面の位置を示す。 

 

図 3 代表区間におけるハンディ LiDAR 点群と 2024

年 UAV-SfM 点群の比較。青色の細点群は 2024 年

UAV-SfM データを示す 
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